＜進貢貿易と冊封関係＞

１0世紀、宋を中心に東南アジアの交易体制が完成、１2世紀には日本をまきこんだ日宋貿易も行われる。琉球列島は日宋貿易の中継地となる。

14世紀（統一王朝以前）察度王統が明に入貢（みつぎものをもっていくこと）中国との進貢貿易を積極的に押し進める。第一尚氏も三山の統一後、海外貿易に力を入れる。

冊封関係は明の時代にはじまる。周辺諸国が中国を盟主として仰ぎ、臣下として冊封（国王として承認されること）を受けて、中国との貿易を許可されるという体制。冊封体制は経済的な利益だけでなく、琉球王の背後には中国の皇帝がいることをしめす政治的な効果ももっており、琉球王国にとっては必要不可欠のものであった。

　冊封体制に組み込まれると中国に貢ぎ物を納める形をとって貿易がおこなわれるようになった。これが朝貢貿易（進貢貿易）である。琉球を統一した尚巴志は朝貢貿易を独占して王国の経済基盤を発展させた。中国へは「硫黄」「馬」や工芸品などが貢がれた。

　東南アジアとの貿易は１4世紀ごろに始まり１５世紀の本格化した。相手はシャム、パレンバン、ジャワ、マラッカなどで、琉球からは「硫黄」中国からの「絹織物」「陶磁器」日本の「刀剣」などを輸出、東南アジアからは蘇木（染料）胡椒、象牙などを買い入れた。

　しかし東南アジアとの貿易は１6世紀になりポルトガルなどの進出、海賊の出没などにより衰退していく。

　朝鮮との貿易も１４世紀から１５世紀にかけて盛んな時期もあったが、１５世紀には衰退していった。もちろん日本の室町幕府へも進貢しており、琉球経由の品々は博多や堺から日本へ転売されていった。

＜島津の琉球侵攻＞

豊臣秀吉は朝鮮侵略のための兵糧米を島津氏を通して琉球王国に要求してきた。本来は琉球は独立国で秀吉の命令に従う理由はなかったが、武力による攻撃をおそれ、島津氏から半分を借りて納めた。島津氏はその後兵糧米の返済をせまり、（秀吉後の）徳川幕府にも使節をおくるように琉球に要求した。しかし明との関係の断絶をおそれる琉球王国は島津の要求に従わなかった。1609年島津氏の軍勢が琉球に侵攻。戦国時代の経験も鉄砲ももたない琉球王国は１０日間であっけなく敗れ、尚寧王と重臣は鹿児島に連行された。

　徳川幕府は琉球を島津氏に領分として与えた。中国貿易の窓口として利用するためである。

　琉球は表面上は独立国として中国との朝貢関係を維持しながら、実態は薩摩藩の監視・実質的な支配のもとでの中国貿易を続けていた。

＜ソテツ地獄＞

　第一次世界大戦は砂糖の価格を一時的に押し上げたが、その後価格は急落した。当時沖縄では砂糖中心の経済形態で、砂糖の価格の急落はすぐに食料不足と経済恐慌を引き起こした。これが最悪の形であらわれたのが大正末から昭和初期のソテツ地獄という不況である。

　大正１０年ころには国税の滞納が４０％、台風や干ばつも続き、男も女も公然と身売りが行われていた。

　また海外に活路を求める県民も多く、日本全体移民のうち沖縄県民が１０％をしめるという多くの移民を送り出した。行き先はハワイ、南米、フィリピン、シンガポールなどである。また、海外だけでなく多くの人々が阪神や関東地区に出稼ぎに来たが、多くの沖縄出身者が、「琉球人」として差別され、低賃金や劣悪な労働条件で働きながら実家に送金を続けていた。

